
地域ぐるみで子どもを育てよう… 02
平成21年度春日市職員採用試験… 03

市からのお知らせ…………………… 04
トピックス…………………………… 08
情報ひろば ………………………… 09
健康掲示板・カンガルー通信…… 14

スクールガイド・お誕生日おめでとう… 15

今号の表紙

春のガレージセール
　6月7日に市役所の駐車場で行った「春のガレー
ジセール」。毎年、春と秋の2回開催しているガ
レージセールは、家庭で使わなくなったものを必
要とする人に譲る場です。多くの品が出され、ごみ
の減量にもつながっています。
　また、この日は市役所ロビーで動物愛護推進
フェアも同時開催しました（8ページに掲載）。　

輝 き  ふ れ あ い 　 安 ら ぎ の 都 市
ま ち
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　「子どもたちに遊びやもの作りを伝えたい」という思
いで集まった仲間が、毎月の
定例会で工作や遊びを学び
合い、学校や公民館、児童セ
ンターなどで子どもの活動
の支援を行っています。
　随時会員を募集しています。
定例会日時・場所　毎月第2水曜日　午後2時〜 4時　
　　ふれあい文化センター旧館学習室３（大谷6 ｰ 24）

　アンビシャス広場とは、豊かな心、幅広い視野、それ
ぞれの志を持つたくましい青少年の育成を目指し、県
が平成13年度から行っている「青少年アンビシャス運
動」を推進する事業の一つです。
　市は、地域で遊ぶ子どもの姿を取り戻すため、公民館
や学校など、子どもが放課後や休日に気軽に立ち寄っ

て遊ぶことができる居場所をつく
る取り組みを行っています。
　詳しくは、アンビシャス情報ス
テーションなどで確認するか、問い
合わせてください。
　

　子ども会は、子どもたちが主体的に地域活動を行う集
まりです。
　また、その支援のため、春日市子ども会育成会連絡協
議会は小学5年生を対象とした子ども会リーダー研修

「子ども遊び隊」や、育成会役
員の研修などを行っていま
す。
　子ども会を育成・支援する
ために、地域の皆さんの積極
的なご協力をお願いします。

〜子どもの居場所づくりで、子どもも大人も元気なまちづくり〜

　子どもが健やかに育つためには、地域の協力が欠
かせません。子どもは、大人やお年寄り、異年齢の子
どもたちとかかわることで、さまざまなことを学ん
で成長します。また、大人にとっても、子どもの活動
にかかわることは、生きがいを見つけることにつな
がります。
　地域にはアンビシャス広場事業や子ども会活動な
ど、たくさんの活動場所があります。皆さんもこれら
の活動に参加し、「子どもとのふれあいを通して人を
育む地域づくり」を一緒に進めませんか。

アンビシャス広場

問い合わせ先　社会教育課　 （575）4121　 （593）7380

◆アンビシャス関連事業
▷「アンビシャス広場活動見学会」（９月〜10月）
▷「子どもの体験活動指導者養成講座」（９月〜12月）
▷「アンビシャス広場活動発表会」（２月）
※　各日程・詳細は、随時市報でお知らせします。
◆アンビシャス情報ステーション
　広場の活動をホームページで紹介しています。
　 http://www.u-zak.ne.jp/kasuga/seishonen
※　市ホームページの「教育・文化（学ぶ・楽しむ）・15」で
見ることができます。

◆地域活動指導員だより「らいん」
　毎月１回発行し、広場の活動状況を紹介しています。
※　学校や公民館、ホームページ「アンビシャス情報ス
テーション」で見ることができます。　
取材依頼や活動情報も寄せてください。

◆春日市なかよし研究会
　地域や家庭でのコミュニケーションをより豊かにするた
めに活動する「春日市なかよし研究会」は、誰でも集い語れ
る場です。
　教育文化研究所の長

ちょうあみ
阿彌幹

みき お
生さんと一緒にさまざまな

人間関係について考えてみませんか。
定例会日時・場所　毎月第1金曜日　午後7時〜9時　
　　ふれあい文化センター旧館会議室
※　日程は変更する場合があります。

子ども会と育成団体

遊び名人マスター

活動に役立ててください

地域ぐるみで子どもを育てよう！地域ぐるみで子どもを育てよう！
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平成21年度
春日市職員採用試験

試験区分 受験資格 採用予定人数 試験会場

一般事務A
（大学卒程度） 昭和58年4月2日から平成元年4月1日までに生まれた人 6人

福岡経済大学
（太宰府市五

ごじょう
条3 ｰ 11 ｰ

25旧第一経済大学）

一般事務B
（高校卒程度） 平成元年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた人 2人

土木
（大学卒程度） 昭和55年4月2日から昭和63年4月1日までに生まれた人 2人

◆競争試験

試験区分 受験資格 採用予定人数 試験会場

身体障害者
を対象とする
一般事務

（高校卒程度）

昭和55年4月2日から平成4年4月1日までに生まれた人
※　詳しい要件は、「職員採用試験案内」で確認してください。 1人

太宰府市いきいき
情報センター注

（太宰府市五条3 ｰ 1 ｰ 1）

◆選考試験

第１次試験日　9月20日㈰

受付期間　7月27日㈪〜 8月14日㈮
※　直接窓口で申し込む場合、受付時間は平日の午前8時30分から午後
5時までです。
　　なお、郵送で申し込む場合は、8月14日㈮の消印有効です。

申込方法
申込書に必要事項を記入し、直接窓口に提出するか郵送してください。
※　申込書は、総務課（市役所5階）にあります。また、郵便での請求や市
ホームページからの印刷もできます。
なお、郵便で請求する場合は、封筒の表に「申込書請求」と朱書きし、
140円切手をはり付けた返信用封筒（角2号、あて先明記）を同封して
送ってください。

申込・問い合わせ先　総務課人事担当（〒816 ｰ 8501春日市役所）
（584）1111　 （584）1145
http://www.city.kasuga.fukuoka.jp

▲試験の詳細については、「職員
採用試験案内」または市ホーム
ページで確認してください。

注受験人数の都合などにより、会場を変更する場合があります。

試験の概要（試験区分・受験資格・採用予定人数・試験会場）



public infomation from KASUGA city
市からの

お知らせ
　「市からのお知らせ」をはじめ、市報に掲載した記事は、市報の
発行日（毎月1日と15日）以降、市ホームページの「お知らせ」にも
載せます。
　そのほか、市報に掲載していない情報もありますので、ぜひ利
用してください。
市ホームページアドレス　http://www.city.kasuga.fukuoka.jp
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介
護（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ
ス
費
の

１
カ
月
の
利
用
者
負
担
額（
同

じ
世
帯
に
複
数
の
利
用
者
が
い
る
場
合

は
世
帯
合
計
額
）が
、利
用
者
負
担
の
上

限
額
を
超
え
た
場
合
、そ
の
超
え
た
金

額
を「
高
額
介
護（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ

ス
費
」と
し
て
支
給
し
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
に
支
給
対
象
と
な
っ
た
人

で
、支
給
申
請
を
行
っ
て
い
な
い
人
に

は
、７
月
中
旬
に
お
知
ら
せ
の
文
書
と

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
の
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

　

一
度
申
請
の
手
続
き
を
し
て
お
け

ば
、そ
の
後
は
申
請
の
手
続
き
は
不
要

に
な
り
、高
額
介
護（
介
護
予
防
）サ
ー

ビ
ス
費
が
発
生
し
た
場
合
は
、初
回
申

請
時
に
指
定
さ
れ
た
口
座
へ
の
振
り
込

み
を
行
い
ま
す
。

利
用
者
負
担
上
限
額　
下
表
の
と
お
り

申
請
方
法　

申
請
書
を
提
出
す
る（
郵

送
可
）

申
請
に
必
要
な
も
の　

申
請
者（
手
続

き
を
行
う
人
）の
印
鑑
、被
保
険

者（
介
護（
介
護
予
防
）サ
ー
ビ

ス
利
用
者
）名
義
の
口
座
が
分

か
る
も
の

※　

被
保
険
者
名
義
の
口
座
が
な
い
場

合
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
先　

高
齢
課
介
護
保
険
担
当（
市

役
所
１
階
）

高額介護（介護予防）サービス費の支給申請
忘れていませんか

高齢課 介護保険担当　 （584）1111 （584）3090

利用者
負担段階 対象者 上限額

個人 世帯

第１段階 ▷生活保護を受給している人
▷利用者負担を1万5,000円に減額することで、生活保護の受給者とならない人 1万5,000円 1万5,000円

第２段階
▷世帯全員が市民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額の合計が年額80万円
以下の人

▷世帯全員が市民税非課税で、老齢福祉年金を受給している人
1万5,000円 2万4,600円

第3段階 世帯全員が市民税非課税で、合計所得金額と課税年金収入額の合計が年額80万円を
超える人 2万4,600円 2万4,600円

第4段階 ▷市民税課税の人
▷市民税非課税の人で、同一世帯に市民税課税者がいる人 3万7,200円 3万7,200円

国
民
生
活
の
実
態
を
家
計
面
か
ら
明
ら
か

に
す
る
た
め
に
、９
月
か
ら
11
月
に
か

け
て「
全
国
消
費
実
態
調
査
」が
実
施
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
調
査
の
結
果
は
、国
や
地
方
公
共
団
体

が
行
う
各
種
経
済
・
社
会
諸
施
策
や
研
究
機
関

な
ど
が
行
う
消
費
・
経
済
分
析
の
た
め
の
貴
重

な
基
礎
資
料
と
な
り
ま
す
。

　

７
月
中
旬
か
ら
調
査
員
が
各
世
帯
を
訪
問
し

ま
す
の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

全国消費実態調査にご協力を
調査員が各世帯を訪問します

地域づくり課 商工農政担当　 （584）1111 （584）1153　昭和60年、市は「平和都市宣言」を行い、核兵器
のない平和な世界を訴えてきました。
　戦争の悲劇を風化させることがないよう、県が
所蔵する太平洋戦争に関する資料や、戦時下の生
活を伝えるものなどを展示します。
　入場は無料です。
日時　7月18日㈯〜26日㈰
　　午前10時〜午後4時30分
会場　ふれあい文化センター新館ギャラリー（大

谷６ｰ24）
内容　戦時資料・遺品の展示、原爆被爆写真パネル
の展示など

問い合わせ先　福祉計画課地域福祉担当
（584）1111　 （584）3090

家族で平和の尊さを考えてみませんか
平和祈念展

■１カ月の利用者負担の上限額
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よ
り
よ
い
春
日
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

し
、井
上
市
長
が
各
地
区
公
民
館
な

ど
に
出
向
き
、市
民
の
皆
さ
ん
と
の
意
見
交

換
を
行
い
ま
す
。

　

多
数
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
程・場
所

▽
８
月
４
日
㈫　

塚
原
台
公
民
館

▽
８
月
６
日
㈭　

Ｊ
Ａ
筑
紫
大
土
居
支
店

（
大
土
居
地
区
）

▽
８
月
18
日
㈫　

惣
利
公
民
館

▽
８
月
20
日
㈭　

紅
葉
ヶ
丘
公
民
館

▽
８
月
24
日
㈪　

松
ヶ
丘
公
民
館

▽
８
月
25
日
㈫　

白
水
池
公
民
館

▽
８
月
27
日
㈭　

春
日
公
園
公
民
館

時
間　
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

※　

日
程
・
場
所
は
変
更
す
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。そ
の
場
合
は
、市
報
で
随
時
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

な
お
、不
明
な
点
が
あ
り
ま
し
た
ら
気

軽
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
出前トーク「市長と語る」

８月の日程をお知らせします

行政管理課 行政管理担当　 （584）1111 （584）1145

20
歳
に
な
る
前
か
ら
の
障
害
を
要
因
と
し
て
、

ま
た
は
福
祉
年
金
か
ら
移
行
し
て
、障
害
基

礎
年
金
を
受
け
て
い
る
人
は
、７
月
中
に
所
得
状
況

届
を
提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。所
得
状
況
届
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
引
き
続
き
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
た
め
の
大
切
な
届
け
出
で
す
。社
会
保

険
事
務
所
か
ら
対
象
者
の
自
宅
に
送
ら
れ
ま
す
の

で
、必
要
事
項
を
記
入
し
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、診
断
書
が
同
封
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、医
師

に
診
断
書
の
作
成
を
依
頼
し
、併
せ
て
提
出
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。

提
出
期
限　
７
月
31
日
㈮

提
出
先　
国
保
年
金
課
年
金
担
当（
市
役
所
１
階
）

○
も
し
も
の
と
き
の「
障
害
基
礎
年
金
」

障
害
基
礎
年
金
と
は
、国
民
年
金
に
加
入
し
て

い
る
期
間
中
な
ど
に
、病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
を

負
っ
た
と
き
に
支
給
さ
れ
る
年
金
で
す
。

次
の
３
つ
の
要
件
を
満
た
し
て
い
る
場
合
、障

害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
初
診
日
の
要
件

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る
こ
と
。

▽
国
民
年
金
の
加
入
期
間
中
に
初
診
日
が
あ
る

▽
以
前
に
被
保
険
者
だ
っ
た
人
で
、日
本
に
住

所
が
あ
り
、60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
期
間
に

初
診
日
が
あ
る

　
　

▽
20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る

②
保
険
料
の
納
付
要
件

初
診
日
が
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
被
保
険

者
期
間
の
う
ち
、保
険
料
を
納
め
た
期
間（
免

除
・
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
期
間
を
含
む
）が
３

分
の
２
以
上
あ
る
こ
と
。

※　

初
診
日
の
あ
る
月
の
前
々
月
ま
で
の
１
年

間
の
被
保
険
者
期
間
に
保
険
料
の
滞
納
が
な

け
れ
ば
、３
分
の
２
以
上
の
要
件
を
満
た
し

て
い
な
く
て
も
構
い
ま
せ
ん（
特
例
措
置
）。

な
お
、20
歳
に
な
る
前
に
初
診
日
が
あ
る

場
合
は
、納
付
要
件
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、本
人

の
所
得
に
よ
り
年
金
の
支
給
額
が
制
限
さ
れ

ま
す
。

③
障
害
の
状
態
の
要
件

障
害
認
定
日
、ま
た
は
障
害
認
定
日
以
降
65

歳
に
な
る
ま
で
に
、政
令
で
定
め
ら
れ
て
い
る

障
害
等
級
の
１
級
ま
た
は
２
級
の
障
害
の
状
態

に
な
っ
て
い
る
こ
と（
身
体
障
害
者
手
帳
の
等

級
と
は
異
な
る
）。

※　

障
害
認
定
日
と
は
、障
害
等
級
を
判
定
す

る
基
準
日
の
こ
と
で
す
。初
診
日
か
ら
１
年

６
カ
月
を
経
過
し
た
日
、ま
た
は
そ
の
期
間

内
に
症
状
が
固
定
し
た
日
を
指
し
ま
す
。

障
害
基
礎
年
金
の
額（
年
間
）

▽
１
級　

99
万
１
０
０
円

▽
２
級　

79
万
２
，１
０
０
円

※　

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ
た
と

き
、そ
の
人
に
生
計
を
維
持
さ
れ
て
い
る
18
歳

未
満（
18
歳
到
達
年
度
の
末
日
ま
で
）の
子
、ま

た
は
20
歳
未
満
で
障
害
の
状
態
に
あ
る
子
が
い

る
場
合
は
、次
の
額
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

子
の
加
算
額（
年
間
）

▽
１
人
目
・
２
人
目

一
人
に
つ
き
22
万
７
，９
０
０
円

▽
３
人
目
以
降

一
人
に
つ
き
７
万
５
，９
０
０
円

障害基礎年金所得状況届（現況届）
７月は提出月です

国保年金課 年金担当　 （584）1111 （584）1141

　市教育委員会は、平成22
年4月に小学校に入学する
子どもの身体・知的・情緒面
などに不安を感じている保護者などを
対象に、就学相談を行います。
期間　8月3日㈪〜31日㈪
時間　午前9時〜午後4時
場所　学校教育課（市役所4階）
※　相談を希望する人は、事前に電話
で予約してください。
予約先　学校教育課

（584）1129（直通）　
（584）1153

就学に向けて不安はありませんか
就学前教育相談
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市
の
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て

い
る
人
は
、申
請
を
す
る
と「
春

日
市
国
民
健
康
保
険
は
り
・
き
ゅ
う
受

療
証
」の
交
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

有
効
期
限
は
原
則
毎
年
６
月
末
日
で

す
が
、そ
の
前
に
75
歳
に
な
る
人
は
75

歳
の
誕
生
日
の
前
日
ま
で
で
す
。

　

市
が
指
定
し
た
は
り
き
ゅ
う
施
術
所

で
、は
り
・
き
ゅ
う
の
施
術
を
受
け
る
と

き
に
、受
療
証
と
国
民
健
康
保
険
被
保

険
者
証
を
提
示
す
る
と
、次
の
金
額
で

施
術
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

料
金

▽
一
術（「
は
り
」ま
た
は「
き
ゅ
う
」）

　

６
１
０
円

▽
二
術（「
は
り
」と「
き
ゅ
う
」）

　

７
６
０
円

※　

助
成
は
一
日
１
回
、一
月
に
10
回

が
限
度
で
す
。

な
お
、長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療

保
険
の
被
保
険
者
に
も
同
様
の
制
度

が
あ
り
ま
す（
有
効
期
限
は
毎
年
３

月
末
日
）。必
要
な
場
合
は
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

▽
春
日
市
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証

（
長
寿
医
療
保
険
被
保
険
者
は
後
期

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
）

▽
印
鑑

申
請
先　

国
保
年
金
課
国
保
担
当（
市

役
所
１
階
）

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
はり・きゅう費の助成制度について

国民健康保険加入者の皆さんへ

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
の
約
８
割
を

水
分
が
占
め
て
い
ま
す
。各
家
庭

で
水
切
り
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、焼
却
に

必
要
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
抑
え
る
こ
と
が
で

き
、環
境
負
荷
の
軽
減
に
つ
な
が
り
ま
す
。

ま
た
、燃
え
る
ご
み
の
重
量
が
減
る
こ
と

で
、焼
却
費
用
の
削
減
に
も
つ
な
が
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、水
切
り
を
す
る
こ
と
で
生
ご

み
が
腐
り
に
く
く
な
り
、ご
み
出
し
の
際

の
嫌
な
臭
い
も
減
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、生
ご
み
の
水
切
り
に
協
力
し
て

く
だ
さ
い
。

上
手
な
水
切
り
方
法

▽
料
理
の
際
に
、調
理
く
ず
や
食
材
の

入
っ
て
い
た
袋
を
水
に
濡
ら
さ
な
い

▽
三
角
コ
ー
ナ
ー
に
水
を
か
け
な
い

▽
三
角
コ
ー
ナ
ー
の
ご
み
は
、一
晩
置
い

て
水
を
し
っ
か
り
切
る

▽
濡
れ
た
生
ご
み
は
、び
ん
の
底
な
ど
で

押
し
て
、水
分
を
絞
り
出
す

▽
レ
ジ
袋
に
生
ご
み
を
入
れ
て
出
す
場
合

は
、割
り
ば
し
な
ど
で
袋
に
穴
を
開
け

て
水
を
切
る

○
ご
み
出
し
時
間
を
守
り
ま
し
ょ
う

明
る
い
う
ち
に
ご
み
を
出
す
と
、カ

ラ
ス
や
ネ
コ
が
ご
み
を
あ
さ
り
、不
衛

生
で
、近
隣
の
迷
惑
に
も
な
り
ま
す
。

ご
み
は
、夕
方（
日
暮
れ
）〜
午
後
10

時
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
「水切り」を徹底しましょう

家庭で簡単にできるごみ減量

ごみ減量推進課　 （584）1111 （584）1147

生
活
の
自
立
度
や
体
力
度
が
低
下
傾
向
に
あ

り
、こ
の
ま
ま
放
置
す
る
と「
介
護
が
必
要

な
状
態
に
な
る
可
能
性
が
高
い
高
齢
者
」を
早
期

に
把
握
し
、支
援
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、

「
介
護
予
防
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
」調
査
を
行
い

ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
送
付
す
る
の
で
、体
力
に

自
信
が
な
く
な
っ
て
き
た
人
や
、介
護
予
防
事
業

の
参
加
を
希
望
す
る
人
、介
護
や
健
康
に
不
安
が

あ
る
人
な
ど
は
、必
ず
返
信
し
て
く
だ
さ
い
。

配
布
対
象　
70
歳
以
上
の
市
民

※　

介
護
認
定
を
受
け
て
い
る
人
は
除
き
ま
す
。

配
付
時
期　
７
月
中
旬
〜
31
日
㈮

※　

春
日
市
介
護
予
防
事
業
の
案
内
チ
ラ
シ
も
同

封
し
て
い
ま
す
。自
身
の
体
力
度
に
合
わ
せ
て

積
極
的
に
介
護
予
防
を
始
め
ま
し
ょ
う
。

国保年金課 医療担当　（584）1111 （584）1141
介護予防に関するアンケート

70歳以上の人に送ります

健康課　 （501）1134 （501）0051
　8月3日㈪からの作品募集に合わせ、過去17回の
上位入賞作品を展示します。
　作品には、子どもたちの素直な思いや感性があふ
れています。それは感動となって私たちの心を満た
し、温かいメッセージを残してくれます。ぜひ来場し
てください。
展示作品　第１回〜第17回の入賞作品（金・銀・銅賞

作品を除く）
※　3期に分けて展示します。
展示期間　７月18日㈯〜８月30日㈰（月曜日休館）
展示場所　ふれあい文化センター新館ふれあいプラ

ザ（大谷６ｰ24）
問い合わせ先　社会教育課社会教育担当

（575）4121　 （593）7380

歴代上位入賞作品を展示します
春日市弥生の里

児童画大賞展展示会
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　県では、やむを得ない事情により飼えなくなった犬・猫の
引き取りを行っていますが、引き取りにより殺処分される
犬や猫の数は全国で最多です。そのため、県は飼い主の皆さ
んに、ペットを最後まで飼うこと（終生飼養）を強くお願い
しています。
　今回、終生飼養に対する責任をさらに自覚していただく
ために、飼い主からの犬・猫の引き取りを有料化します。

有料化に関するQ＆A

１	いつから有料になりますか？
１	今年の10月１日からです。

２	引き取りの場所はどこですか？
２	筑紫保健福祉環境事務所です。市役所では引き取る
ことができなくなります。

３	引き取りの手数料はいくらですか？
３	生後91日未満は一頭につき400円、生後91日以上
は一頭につき2,000円です。

4	引き取りを依頼するにはどうすればいいですか？
4	事前に筑紫保健福祉環境事務所に連絡してください。

	 なお、引き取り時に手数料の納付、申請書の記入な
どが必要になります。

問い合わせ先　筑紫保健福祉環境事務所衛生課生活衛生係
（大野城市白

しらきばる
木原３ｰ５ｰ25筑紫総合庁舎２階）

（513）5582　 （513）5598
※　開庁日時は、月〜金曜日（祝日を除く）の午前８時30分
から午後5時15分までです。

殺処分される犬・猫のことを考えてください
飼い犬・飼い猫の引き取りを有料化します

春
日
市
国
民
健
康
保
険（
国
保
）の
被
保
険

者
で
70
歳
以
上
の
人
に
は
、長
寿（
後
期

高
齢
者
）医
療
制
度
の
適
用
を
受
け
る
ま
で
の

間
、国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者
証
を
交
付
し

ま
す
。

　

医
療
機
関
を
受
診
す
る
際
に
高
齢
受
給
者
証

と
保
険
証
を
併
せ
て
提
示
す
る
と
、自
己
負
担

割
合
が
高
齢
受
給
者
証
に
記
載
さ
れ
た
割
合
に

な
り
ま
す
。

　

８
月
１
日
か
ら
使
っ
て
い
た
だ
く
高
齢
受
給

者
証
を
、７
月
下
旬
に
郵
送
し
ま
す
。現
在
交
付

し
て
い
る
高
齢
受
給
者
証
は
、７
月
31
日
ま
で

し
か
使
え
ま
せ
ん
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
自
己
負
担
割
合
の
判
定
に
つ
い
て

８
月
以
降
の
自
己
負
担
割
合（
１
割
か
３

割
）は
、平
成
20
年
中
の
所
得
と
収
入
に
応
じ

て
判
定
し
ま
す
。

判
定
対
象
者　
同
一
世
帯
に
い
る
70
歳
〜
74

歳
の
国
保
被
保
険
者

▽
１
割　

対
象
者
全
員
の
住
民
税
課
税
所
得

が
１
４
５
万
円
未
満

▽
３
割　

対
象
者
の
中
に
、住
民
税
課
税
所

得
が
１
４
５
万
円
以
上
の
人
が
い
る

※　

次
の
い
ず
れ
か
の
条
件
に
該
当
す
る

場
合
は
、申
請
に
よ
り
１
割
負
担
に
な

り
ま
す
。そ
の
場
合
は
、申
請
書
を
送
付

し
ま
す
。

①
対
象
者
が
１
人
の
世
帯
で
収
入
が

３
８
３
万
円
未
満

②
対
象
者
が
２
人
以
上
の
世
帯
で
収
入
合

計
が
５
２
０
万
円
未
満

③
対
象
者
と
国
保
か
ら
長
寿
医
療
制
度
に

移
っ
た
人
の
収
入
合
計
が
５
２
０
万
円

未
満

国民健康保険高齢受給者証
7月下旬に郵送します

国保年金課 国保担当　 （584）1111 （584）1141

　春日市の国民健康保険加入者が交付を受け
ることができる「限度額適用認定証」と「限度
額適用・標準負担額減額認定証」（以下「認定
証」）は、入院時の医療費の限度額と市民税非
課税世帯の食事代の減額区分を証明するもの
で、入院時に医療機関に提示することで、医療
機関窓口での支払が限度額までに抑えられま
す。
　現在交付している認定証の有効期限が7月
31日㈮となっているため、8月3日㈪から更
新の受け付けを開始します。更新をする人は、
申請してください。
交付を受ける条件　世帯主と加入者が所得の
申告をしている、または扶養家族として
申告されていることが公簿などで確認で
きること

※　国民健康保険税の滞納がある場合は、交
付を受けられないことがあります。
申請に必要なもの　国民健康保険証、印鑑
※　平成21年1月2日以降に転入した人は、
別途証明書などが必要な場合があります。
申請先　国保年金課国保担当（市役所１階）

「限度額適用認定証」と
「限度額適用・標準負担額減額認定証」

更新のお知らせ
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〜まちの話題や人の紹介〜

動物との共生を考える

動物愛護推進フェア

　6月7日、市役所のロビーで「動物愛護推進フェア」を行いまし
た。
　「春のガレージセール」（表紙）と同時に開催したこの催しは、市
民の皆さんに動物愛護について考えてもらおうと、毎年行ってい
るもの。動物に関する展示やクイズなどを通して、来場者に動物愛
護を呼びかけました。
　来場者は、数多くの犬や猫が保健所に引き取られ殺処分されて
いる現状（福岡県は全国最多・7ページに関連記事）や、動物の適切
な飼い方などについて学び、動物との共生について深く考えてい
るようでした。

災害発生時に即時対応できるよう

防災訓練を行いました

　6月7日、平田台の春日運動広場で防災訓練を行いました。
　いつ起こるか予測できない災害時においては、関係機関と
の連携と各自の迅速かつ的確な行動が求められます。そこで、
この日の訓練には関係行政機関（春日・大野城・那珂川消防本
部、春日那珂川水道企業団、春日市消防団、航空自衛隊、陸上自
衛隊、筑紫野警察署）や筑紫医師会（自衛隊福岡病院）、市内の
自主防災組織から多数が参加。震度6弱の地震の発生により、
市内の建物などが多数倒壊し、死者や負傷者などが出たとい
う想定で、災害対策本部と現地調整所を設置し、被災者の避難
誘導・搬送・救護・救出や消火、炊き出しなどの訓練を行いまし
た。
　災害が起きたときに適切に対応し、被害を最小限に食い止
めることができるよう、参加者は真剣に行動し、それぞれの役
割を確認しました。



K A S U G A         C I T Y9

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

盆
踊
り
フ
ェ
ス
タ
２
０
０
９

日
時　

８
月
５
日
㈬（
雨
天
時
は
順
延
）

午
後
５
時
30
分
〜
８
時
30
分

（
開
場　

午
後
４
時
30
分
）

場
所　

同
駐
屯
地（
大
和
町
５
ー
12
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

盆
踊
り
、花
火
大
会
、音
楽
隊
・

太
鼓
隊
の
演
奏
な
ど

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
駐
屯
地
広
報
班

（
５
９
１
）１
０
２
０（

５
４
５
８
）

航
空
自
衛
隊
春
日
基
地

夏
祭
り

日
時　

７
月
29
日
㈬（
雨
天
中
止
）

　
　
　

午
後
５
時
〜
９
時

場
所　

同
基
地（
原
町
３
ー
１
ー
１
）

※　

駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。公
共
交

春日市役所
☎（584）1111

　 www.city.kasuga.fukuoka.jp

情報ひろば

通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

内
容　

盆
踊
り
、模
擬
売
店
な
ど

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

同
基
地
広
報
班

（
５
８
１
）４
０
３
１（

３
１
５
０
）

第
23
回
筑
紫
地
区

８
・
６
平
和
の
つ
ど
い

　

筑
紫
子
ど
も
会
議
に
よ
る
平
和
劇
や

語
り
と
歌
を
重
ね
た
被
爆
地
広
島
の
映

像
で
、平
和
の
大
切
さ
を
訴
え
ま
す
。

日
時　

８
月
６
日
㈭

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
8
時
30
分

　
　
　
（
開
場　

午
後
６
時
）

場
所　

太
宰
府
市
中
央
公
民
館
市
民

ホ
ー
ル（
太
宰
府
市
観か

ん
ぜ
お
ん
じ

世
音
寺

１
ー
３
ー
１
）

入
場
料　

無
料

問
い
合
わ
せ
先　

筑
紫
教
育
会
館　

山や
ま
だ田

（
５
８
１
）１
０
３
７

（
５
８
１
）１
６
０
３

夏
休
み
短
期
水
遊
び
教
室

受
講
生
募
集

水
の
中
で
楽
し
く
遊
ぶ
こ
と
が
で
き

る
、子
ど
も
向
け
の
教
室
で
す
。

対
象　

４
歳
〜
小
学
３
年
生

日
程（
い
ず
れ
も
計
３
日
）

▽
第
１
期　

７
月
22
日
㈬
〜
24
日
㈮

▽
第
２
期　

７
月
28
日
㈫
〜
30
日
㈭

▽
第
３
期　

８
月
４
日
㈫
〜
６
日
㈭

▽
第
４
期　

８
月
19
日
㈬
〜
21
日
㈮

▽
第
５
期　

８
月
25
日
㈫
〜
27
日
㈭

時
間　

午
前
９
時
〜
９
時
50
分

場
所　

市
民
温
水
プ
ー
ル（
大
谷
６
ー

28
）

受
講
料　

▽
一
期
間　

３
，１
５
０
円

▽
二
期
間　

５
，２
５
０
円

▽
三
期
間　

７
，３
５
０
円

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

受
講
料
と
印
鑑
を
温
水

プ
ー
ル
フ
ロ
ン
ト
に
持
参
し
て

申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

市
民
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
温
水
プ
ー
ル
指
定

管
理
者　

ザ
オ
バ
九
州

（
９
１
５
）３
５
０
０（

兼
用
）

第
22
回
春
日
市
あ
ん
ど
ん
祭
り

オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
大
会

　

誰
で
も
参
加
で
き
る
大
会
で
す
。

日
時　

８
月
23
日
㈰　

午
前
８
時
30
分（
受
付
）〜
午
後

５
時（
予
定
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
テ
ニ

ス
コ
ー
ト（
大
谷
６
ー
28
）

種
目　

ミ
ッ
ク
ス
ダ
ブ
ル
ス（
Ａ
級
・
Ｂ

級
・
シ
ニ
ア
）

※　

Ａ
級
・
Ｂ
級
は
自
己
申
告
で
す
。

ま
た
、シ
ニ
ア
は
男
性
60
歳
以

上
、女
性
50
歳
以
上
の
組
み
合
わ
せ

と
し
ま
す
。

な
お
、組
み
合
わ
せ
は
当
日
発
表

し
ま
す
が
、申
込
数
に
よ
り
種
目
を

変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

参
加
費（
当
日
、受
付
で
納
入
）

▽
一
般　

一
人
１
，５
０
０
円

▽
協
会
会
員　

一
人
１
，０
０
０
円

申
込
方
法　

８
月
13
日
㈭
ま
で
に
、往

復
ハ
ガ
キ
に
本
人
と
ペ
ア
の
住

所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話
番
号
、協

会
会
員
は
所
属
ク
ラ
ブ
、優
勝

経
験
者
は
優
勝
年
度
を
書
い
て

送
る

※　

雨
天
で
延
期
し
た
場
合（
30
日
㈰

に
開
催
）の
出
欠
も
書
い
て
く
だ
さ

い
。

申
込
先　

同
大
会
係　

石い
し
い井
親よ
し
て
る輝

（
〒
816
ー
０
８
３
１
大
谷
２
ー

62
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
大
会
係　

福ふ
く
し
ま嶋

（
５
８
６
）０
６
４
８（

兼
用
）

福
岡
県
タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業

体
力
・
運
動
能
力
測
定
会

　

タ
レ
ン
ト
発
掘
事
業
の
一
次
選
考
を

兼
ね
た
、体
力
・
運
動
能
力
測
定
会
を
行

い
ま
す
。参
加
者
に
は
、各
自
の
体
力
・

運
動
能
力
評
価
表
を
渡
し
ま
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象　

原
則
小
学
４
年
生
〜
中
学
１
年

生（
他
学
年
の
参
加
も
可
）

日
時　

７
月
31
日
㈮

午
前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分

（
受
付　

午
後
４
時
ま
で
）

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
大

谷
６
ー
28
）

持
っ
て
く
る
も
の　

運
動
が
で
き
る
服

装
、体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
、飲
み
物

な
ど

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
立
ス
ポ
ー
ツ

科
学
情
報
セ
ン
タ
ー

（
６
１
１
）１
７
１
７

（
６
１
１
）１
６
０
０

福
岡
徳
洲
会
病
院

健
康
教
室

　

入
院
患
者
に
限
ら
ず
、誰
で
も
無
料

で
参
加
で
き
ま
す
。申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

７
月
24
日
㈮

　
　
　

午
後
２
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
所　

同
病
院
セ
ン
タ
ー
６
階
講
堂

（
須
玖
北
４
ー
５
）

演
題　

高
血
圧
予
防
の
食
事
に
つ
い
て

問
い
合
わ
せ
先　

同
病
院
健
康
管
理
セ

ン
タ
ー

（
５
７
３
）６
６
２
２

（
５
７
２
）０
６
３
３
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申
込
方
法　

申
込
期
限
ま
で
に
、市
福

祉
計
画
課（
市
役
所
１
階
）に
あ

る
申
込
用
紙
を
郵
送
す
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
連
合
会

（
６
２
３
）５
６
５
６

（
６
２
３
）５
６
７
７

福
祉
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

２
級
試
験
対
策
セ
ミ
ナ
ー

　

高
齢
者
や
障
害
の
あ
る
人
が
安
心
し

て
生
活
で
き
る
住
環
境
を
整
え
る
た

め
に
、各
種
専
門
家
と
連
携
を
と
り
な

が
ら
調
整
を
す
る「
福
祉
住
環
境
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」の
２
級
取
得
を
目
指

す
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。

日
時　

９
月
14
日
㈪
〜
11
月
９
日
㈪
の

う
ち
計
15
日（
主
に
月
・
木
曜

日
）

　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

場
所　

大
野
城
市
商
工
会
館（
大
野
城

市
瓦か

わ
ら
だ田
２
ー
６
ー
12
）

受
講
料（
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
）

▽
一
般　

２
万
５
，０
０
０
円

▽
商
工
会
員　

１
万
５
，０
０
０
円

※　

支
払
い
後
の
払
い
戻
し
は
で
き
ま

せ
ん
。

定
員　

30
人（
申
込
先
着
順
）

※　

定
員
に
満
た
な
い
場
合
は
、中
止

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

申
込
方
法　

８
月
３
日
㈪
以
降
に
、直

接
窓
口
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

春
日
市
商
工

会（
伯
玄
町
２
ー
24
）

（
５
８
１
）１
４
０
７

（
５
７
５
）０
７
０
２

の
人
数
を
伝
え
る

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

子
育
て
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
春
日

（
５
７
２
）８
７
４
０（

兼
用
）

シ
ニ
ア
ワ
ー
ク
プ
ロ
グ
ラ
ム
事
業

技
能
講
習

　

㈳
福
岡
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

連
合
会
は
、働
く
意
欲
の
あ
る
高
齢
者

の
た
め
に
技
能
講
習
を
行
い
ま
す
。

　

受
講
は
無
料
で
す
。

対
象　

60
歳
〜
69
歳
の
求
職
中
の
人

※　

就
業
中
の
人
や
、過
去
１
年
間
に

同
連
合
会
主
催
の
講
習
を
受
講
し
た

人
を
除
き
ま
す
。

○
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
管
理
講
習

日
時　

８
月
18
日
㈫
〜
27
日
㈭

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

第
７
岡
部
ビ
ル（
福
岡
市
博

多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
２
ー
20
ー

15
）

申
込
期
限　

８
月
４
日
㈫

○
マ
ン
シ
ョ
ン
管
理
員
講
習

日
時　

８
月
19
日
㈬
〜
28
日
㈮

（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

場
所　

天
神
パ
ー
ク
ビ
ル（
福
岡
市

中
央
区
大だ

い
み
ょ
う
名
２
ー
８
ー
18
）

申
込
期
限　

８
月
５
日
㈬

定
員　

各
25
人（
申
込
多
数
の
場
合
抽

選
）

い
き
い
き
ル
ー
ム

初
回
説
明
会

　

い
き
い
き
ル
ー
ム
は
、運
動
機
器
を

利
用
し
た
運
動
や
集
団
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

な
ど
、自
分
に
合
っ
た
運
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
施
設
で
す
。

　

利
用
す
る
た
め
に
は
、初
回
説
明
会

に
参
加
し
て
会
員
に
な
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

対
象　

今
ま
で
に
利
用
し
た
こ
と
が
な

い
人

日
時　

毎
週
月
〜
土
曜
日（
８
月
13
日

㈭
〜
15
日
㈯
を
除
く
）

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

※　

お
お
む
ね
１
時
間
程
度
で
す
。

場
所　

い
き
い
き
プ
ラ
ザ（
昇
町
１
ー

１
２
０
）

内
容　

▽
会
員
登
録
手
続
き
▽
利
用
方

法
な
ど
の
説
明
▽
集
団
エ
ク
サ

サ
イ
ズ

利
用
料（
登
録
料
含
む
）

▽
65
歳
未
満　

一
回
３
５
０
円

▽
65
歳
以
上　

一
回
２
５
０
円

持
っ
て
く
る
も
の　

上
ぐ
つ
、運
動
し

や
す
い
服
装

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
申
し

込
む

※　

日
程
の
都
合
が
悪
い
場
合
は
、相

談
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
ル
ー
ム

（
５
０
１
）１
１
６
２

（
５
０
１
）０
０
５
１

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
た
め
の

健
康
教
室

　

人
工
肛
門
や
人
工
膀ぼ
う
こ
う胱
を
付
け
て
い

る
オ
ス
ト
メ
イ
ト
と
、そ
の
家
族
の
た

め
の
健
康
教
室
で
す
。

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

日
時　

７
月
26
日
㈰

　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
５
号

研
修
室（
原
町
３
ー
１
ー
７
）

演
題　
「
ス
ト
ー
マ
管
理
全
般
」

講
師　

谷た
に
が
わ川
新し
ん
た
ろ
う

太
郎
さ
ん（
皮
膚
・
排
泄

ケ
ア
認
定
看
護
師
）

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
日
本
オ
ス
ト
ミ
ー

協
会
福
岡
県
支
部　

牛う
し
じ
ま島

０
９
０（
７
９
２
１
）１
１
２
９

（
５
７
５
）１
７
４
１

母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

　

福
岡
県
母
子
家
庭
等
就
業
・
自
立
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
、母
子
家
庭
の
養
育

費
な
ど
に
関
す
る
無
料
法
律
相
談
を

行
っ
て
い
ま
す
。

相
談
日

▽
昼
間
の
相
談　

８
月
５
日
㈬
、９
月
２
日
㈬

午
後
１
時
〜
３
時

▽
夜
間
の
相
談　

毎
月
第
２
・
第
４
水
曜
日

午
後
６
時
30
分
〜
８
時
30
分

場
所　

同
セ
ン
タ
ー（
原
町
３
ー
１
ー

７
ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
６
階
）

相
談
時
間　

一
人
30
分

※　

相
談
希
望
者
は
、相
談
日
前
日
ま

で
に
予
約
し
て
く
だ
さ
い（
各
先
着

４
人
）。

予
約
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
セ
ン
タ
ー

（
５
８
４
）３
９
２
２

（
５
８
４
）３
９
２
３

「
先
生
に
こ
こ
が
聞
き
た
い
！
」

小
児
科
医
と
の
座
談
会

　

子
ど
も
の
気
に
な
る
病
気
に
つ
い

て
、気
軽
に
話
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

参
加
は
無
料
で
す
。

日
時　

８
月
6
日
㈭

　
　
　

午
後
1
時
〜
2
時
30
分

場
所　

ぽ
れ
ぽ
れ
館（
春
日
１
ー
38
）

定
員　

親
子
15
組

申
込
方
法　

電
話
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
住

所
、氏
名
、電
話
番
号
、子
ど
も
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情報ひろば

40
代
か
ら
の

職
業
・
生
活
設
計
セ
ミ
ナ
ー

対
象　

お
お
む
ね
45
歳
以
上
の
人

期
日　

７
月
28
日
㈫

時
間
・
内
容

▽
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

「
中
高
年
の
働
く
環
境
づ
く
り（
健
康

保
険
・
介
護
保
険
の
知
識
）」

▽
午
後
６
時
〜
７
時
30
分

「
働
き
方
を
考
え
る（
働
き
な
が
ら
の

在
職
老
齢
年
金
）」

参
加
費　

無
料

定
員　

各
30
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

前
日
ま
で
に
電
話
で
予
約

す
る

場
所
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
高
齢
期

雇
用
就
業
支
援
コ
ー
ナ
ー（
博

多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前
３
ー
25
ー
21
博

多
駅
前
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
３

階
）

（
４
３
３
）１
０
６
８

（
４
３
３
）１
０
６
９

福
岡
地
区
職
業
訓
練
協
会

パ
ソ
コ
ン
講
習

　

パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
が
で
き
る
人

を
対
象
と
し
た
講
習
で
す
。

○
エ
ク
セ
ル
基
礎
講
習

日
程　

８
月
26
日
㈬
〜
９
月
７
日
㈪

の
う
ち
計
８
日

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

受
講
料　

２
万
１
，０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
・
消
費
税
込
み
）

○
建
築
Ｊ
Ｗ
ー
Ｃ
Ａ
Ｄ
講
習

日
程　

８
月
26
日
㈬
〜
９
月
16
日
㈬

の
う
ち
計
14
日

午
後
６
時
30
分
〜
９
時

受
講
料　

３
万
５
，０
０
０
円（
テ
キ

ス
ト
代
・
消
費
税
込
み
）

場
所　

福
岡
商
工
会
議
所
ビ
ル
２
階

（
福
岡
市
博
多
区
博は

か
た
え
き
ま
え

多
駅
前

２
ー
９
ー
28
）

定
員　

各
20
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

７
月
16
日
㈭
午
前
９
時
以

降
に
、電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

同
協
会

（
６
７
１
）６
８
３
１

（
６
７
２
）２
１
３
３

後
見
人
制
度
や
遺
言
、相
続
な
ど

無
料
法
律
相
談

日
時　

７
月
23
日
㈭

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

場
所　

ク
ロ
ー
バ
ー
プ
ラ
ザ
５
０
２
・

５
０
５
研
修
室（
原
町
３
ー

１
ー
７
）

内
容

▽
成
年
後
見
開
始
申
立
、任
意
後
見
契

約
、後
見
人
受
任

▽
相
続
、遺
言
、死
後
事
務

問
い
合
わ
せ
先　

N
P
O
法
人
高
齢

者
・
障
害
者
安
心
サ
ポ
ー
ト

ネ
ッ
ト

（
９
２
１
）２
１
３
０（

兼
用
）

調
停
委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す

無
料
調
停
相
談
会

日
時　

７
月
24
日
㈮

　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　
　
　
（
受
付　

午
後
２
時
ま
で
）

場
所　

西
市
民
セ
ン
タ
ー
第
１
会
議
室

（
福
岡
市
西
区
内う

ち
は
ま浜
１
ー
４
ー

39
）

内
容　

▽
夫
婦
、親
子
、遺
産
な
ど
の
も

め
ご
と
▽
戸
籍
に
関
す
る
こ
と

▽
金
銭
、土
地
、家
屋
に
つ
い
て

の
争
い
▽
交
通
事
故
な
ど

相
談
員　

家
事
・
民
事
調
停
委
員

問
い
合
わ
せ
先

▽
福
岡
家
事
調
停
協
会

　

（
７
１
１
）９
６
５
１

▽
福
岡
民
事
調
停
協
会

　

（
７
８
１
）３
１
４
１

日
本
遺
族
会
主
催

慰
霊
友
好
親
善
事
業
参
加
者
募
集

　

同
会
は
、中
国
で
の
戦
没
者
遺
児
に

対
し
て
、慰
霊
追
悼
と
現
地
の
人
た
ち

と
の
友
好
親
善
を
深
め
る
た
め
の
事
業

を
行
い
ま
す
。

対
象　

中
国（
周
辺
公
海
上
を
含
む
）で

の
戦
没
者
の
遺
児

日
程　

９
月
18
日
㈮
〜
26
日
㈯（
９
日

間
）

集
合
場
所　

東
京
都

参
加
費　

10
万
円

※　

別
途
、集
合
場
所
ま
で
の
交
通
費

な
ど
が
必
要
で
す
。

定
員　

75
人（
申
込
多
数
の
場
合
選
考
）

申
込
期
限　

８
月
１
日
㈯

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
遺
族

連
合
会

（
７
６
１
）０
０
１
２

（
７
８
１
）２
０
５
６

　夏の生活を快適にする省エネのコツを紹介しま
す。日々の生活に取り入れてみませんか。
冷房を入れないときは…
　朝か夕方に、風呂の残り湯や雨水を利用して、家の
周りに打ち水をしましょう。打ち水は、照り返しを和
らげ家の周りを冷やします。そして、窓などを開けて
風の通り道を作りましょう。入口は小さく、出口は大
きく開けると風が効率よく抜けていきます。
冷房を入れるときは…
　まずはカーテンを閉めましょう。日射を和らげる
だけでなく、空気の層を作り、外の熱が入りにくくな
ります。エアコンの反対側に扇風機を置くのも効果的
です。空気が循環するため、効率よく室内を冷やすこ
とができます。こうすることで、設定温度を1〜 2℃
上げても涼しく感じ、省エネ効果も期待できます。
　また、エアコンの室外機に直接日光を当てないこ
とや、吹出口の前に物を置かないことも大切なポ
イントです。これだけで、エアコンの熱効率が良くな
り、省エネにつながります。
服装は…
　服を麻やキュプラなど肌触りが涼しい素材にした
り、首元を開けたりとクールビズを実践することも
快適に過ごすコツです。
問い合わせ先　環境課　

（584）1111　 （584）1147
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厚
生
労
働
省
主
催

慰
霊
巡
拝
参
加
者
募
集

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
、次
の
戦
域
で

の
戦
没
者
の
遺
族
を
対
象
に
、慰
霊
巡

拝
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

対
象　

次
の
戦
域
で
の
戦
没
者
の
配
偶

者（
再
婚
し
た
者
を
除
く
）、父

母
、子
、兄
弟
姉
妹

○
硫
黄
島（
第
１
次
）

期
間　

11
月
上
旬
予
定（
２
日
間
）

定
員　

50
人（
申
込
多
数
の
場
合
選

考
）

申
込
期
限　

７
月
24
日
㈮

○
フ
ィ
リ
ピ
ン

期
間　

平
成
22
年
１
月
19
日
㈫
〜
28

日
㈭（
10
日
間
）

定
員　

60
人（
申
込
多
数
の
場
合
選

考
）

申
込
期
限　

８
月
４
日
㈫

※　

費
用
な
ど
、詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
祉
計
画
課

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）３
０
９
０

東と

う

い井
義よ

し

お雄
賞

第
７
回
い
の
ち
の
こ
と
ば
募
集

　

生
き
る
勇
気
と
希
望
を
与
え
て
く
れ

た「
こ
と
ば
」を
募
集
し
ま
す
。

テ
ー
マ　
「『
い
の
ち
』に
目
覚
め
さ
せ

ら
れ
た
あ
の
一
言
」

規
格　

60
字
以
内
の「
こ
と
ば
」と
、そ

の
と
き
の
状
況
を
４
０
０
字
以

内
で
記
述

応
募
方
法　

10
月
１
日
㈭
ま
で
に
、郵

便
、フ
ァ
ッ
ク
ス
、ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル
で
住
所
、氏
名
、年
齢
、

性
別
、電
話
番
号
、Ｅ
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス（
任
意
）、学
校
名（
学
生

の
み
）を「
こ
と
ば
」に
添
え
て

送
る

※　

募
集
要
項
や
賞
な
ど
、詳
し
く
は

問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ
先　

豊
岡
市
教
育

委
員
会
但
東
分
室
内「
東
井
義

雄
い
の
ち
の
こ
と
ば
募
集
係
」

（
〒
668
ー
０
３
９
３
兵
庫
県
豊

岡
市
但た

ん
と
う
ち
ょ
う

東
町
出で
あ
い合
１
５
０
）

０
７
９
６（
２
１
）９
０
３
６

０
７
９
６（
５
４
）１
０
２
５

toui-kinenkan@
city.toyooka.

lg.jp

参
加
者
募
集

第
11
回
福
岡
県
青
少
年
囲
碁
大
会

対
象　

県
内
に
居
住
す
る
未
就
学
児
〜

高
校
生

日
時　

８
月
22
日
㈯

　
　
　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
（
受
付　

午
前
９
時
〜
）

場
所　

パ
ピ
ヨ
ン
24
ガ
ス
ホ
ー
ル（
福

岡
市
博
多
区
千ち

よ代
１
ー
17
ー

１
）

内
容　

▽
県
知
事
杯
争
奪
戦（
小
学
生
の
部
、中

学
生
の
部
、高
校
生
の
部
）

※　

各
部
の
成
績
優
秀
者
は
、中
国
江

蘇
省
の
青
少
年
と
の
囲
碁
交
流
大
会

（
８
月
末
予
定
）に
出
場
す
る
県
代
表

の
選
考
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

▽
異
年
齢
交
流
対
戦

▽
ふ
れ
あ
い
囲
碁
教
室（
碁
を
始
め
た

い
子
ど
も
と
保
護
者
が
対
象
）

▽
プ
ロ
棋
士
に
よ
る
多
面
打
ち
コ
ー

ナ
ー

▽
囲
碁
指
導
者
研
修
会（
囲
碁
ク
ラ
ブ

な
ど
の
指
導
者
と
保
護
者
が
対
象
）

講
師　

安や
す
だ田
泰や
す
と
し敏
さ
ん（
九
段
）

参
加
費　

無
料

定
員　

３
０
０
人（
申
込
先
着
順
）

申
込
方
法　

６
月
29
日
㈪
〜
７
月
29
日

㈬
に
、社
会
教
育
課（
大
谷
６
ー

24
ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧

館
内
）に
あ
る
参
加
申
込
書
を
、

郵
送
か
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
る

※  

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
て
申

し
込
む
こ
と
も
で
き
ま
す
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
新
社

会
推
進
部
青
少
年
課

（
６
４
３
）３
３
８
７

（
６
４
３
）３
３
８
９

http://w
w

w
.shinsei.pref.

fukuoka.lg.jp/

（
パ
ソ
コ
ン
）

http://w
w

w
.shinsei.pref.

fukuoka.lg.jp/k/

（
携
帯
電
話
）

新
会
員
募
集

剣
道
連
盟「
大
谷
洗
心
会
」

　

親
子
で
の
入
門
も
大
歓
迎
で
す
。防

具
、け
い
こ
着
を
貸
し
出
す
こ
と
も
で

き
ま
す
。

日
時　

毎
週
月
・
水
・
金
曜
日　

午
後
７
時
〜
９
時（
幼
児
は
１

時
間
の
練
習
で
も
可
）

場
所　

大
谷
小
学
校
体
育
館（
大
谷

４
ー
１
）

会
費　

月
額
２
，５
０
０
円（
別
途
入
会

金
１
，０
０
０
円
が
必
要
）

※　

兄
弟
割
引
も
あ
り
ま
す
。

な
お
、親
子
で
の
入
門
の
場
合
、大

人
の
会
費
は
無
料
で
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

御み
く
り
や厨　

０
９
０（
５
４
８
２
）７
５
３
９

部
員
募
集

ビ
ー
チ
ボ
ー
ル
バ
レ
ー
部

対
象　

市
内
に
居
住
す
る
女
性

日
時　

▽
毎
週
月
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午

▽
毎
週
水
曜
日　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
２
階

競
技
場（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

一
回
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ
先　

梅う
め
ざ
き崎

（
５
７
２
）１
８
３
４（

兼
用
）

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

ク
ラ
ブ
会
員
募
集

○
ジ
ュ
ニ
ア
ダ
ン
ス

日
時　

毎
週
木
曜
日

　
　
　
　

午
後
５
時
〜
６
時
30
分

場
所　

白
水
小
学
校
体
育
館（
白

水
ヶ
丘
１
ー
１
０
０
）

会
費　

月
額
３
，０
０
０
円

○
走
り
方
教
室

日
時　

毎
週
水
曜
日

午
後
５
時
〜
６
時

場
所　

市
民
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

（
大
谷
６
ー
28
）

会
費　

月
額
２
，５
０
０
円

※　

い
ず
れ
も
対
象
は
小
学
生
で
、別

途
入
会
金
・
保
険
料
な
ど
が
必
要
で

す
。

申
込
方
法　

電
話
で
申
し
込
む

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

春
日
イ
ー
グ
ル
ス

（
５
９
５
）５
１
９
７

（
５
８
６
）９
０
６
６

宅
地
建
物
取
引
主
任
者

資
格
試
験

試
験
日　

10
月
18
日
㈰

申
込
期
限　

７
月
31
日
㈮（
消
印
有
効
）

※　

申
込
書
は
、㈶
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー
本
部（
福
岡
市
中
央
区
天て

ん

神じ
ん

１
ー
１
ー
１
）や
福
岡
県
庁
建
築

都
市
部
建
築
指
導
課（
福
岡
市
博
多

区
東

ひ
が
し
こ
う
え
ん

公
園
７
ー
７
）、各
土
木
事
務
所

建
築
指
導
課
な
ど
に
置
い
て
い
ま

す
。詳
し
く
は
、問
い
合
わ
せ
て
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈶
福
岡
県
建
築
住
宅

セ
ン
タ
ー

（
７
３
７
）８
０
１
３

（
７
３
７
）８
０
２
０
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情報ひろば

ベ
ル
ト
着
用
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先　

㈳
福
岡
県
バ
ス
協
会

（
４
３
１
）９
７
０
４

（
４
５
２
）３
７
６
１

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

　

厚
生
労
働
省
と
県
は
、労
働
者
の
賃

金
や
労
働
時
間
な
ど
の
変
化
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

８
月
か
ら
９
月
に
か
け
て
、調
査
地

区
の
各
事
業
所
へ
、県
知
事
が
任
命
し

た
調
査
員
が
訪
問
し
、常
用
労
働
者
数

な
ど
を
調
査
し
ま
す
の
で
、ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、調
査
し
た
内
容
を
本
調
査
以

外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

調
査
地
区　

春
日
原
北
町
４
・
５
丁
目
、

一
の
谷
１
・
２
・
６
丁
目
、下
白

水
南
２
〜
５
丁
目

調
査
対
象　

常
用
労
働
者
が
１
〜
４
人

い
る
事
業
所

問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
企
画
・
地
域

振
興
部
調
査
統
計
課
生
活
統
計

第
二
係

（
６
４
３
）３
１
８
７

（
６
４
３
）３
１
９
２

共
同
受
信
施
設
の
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送

説
明
会
・
個
別
相
談
会

　

総
務
省
九
州
総
合
通
信
局
は
、地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
に
係
る
説
明

会
・
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。

平
成
21
年
度

狩
猟
免
許
試
験
・
狩
猟
講
習
会

　

平
成
21
年
度
狩
猟
免
許（
網
猟
、わ
な

猟
、第
一
種
銃
猟
、第
二
種
銃
猟
）試
験

を
実
施
し
ま
す
。

試
験
日　

８
月
21
日
㈮

試
験
会
場　

福
岡
県
福
岡
西
総
合
庁

舎（
福
岡
市
中
央
区
赤あ

か
さ
か坂
１
ー

８
ー
８
）

申
込
方
法　

８
月
11
日
㈫
ま
で
に
、狩

猟
免
許
申
請
書
な
ど
を
提
出
す

る

※　

狩
猟
免
許
を
更
新
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、適
性
検
査
と
狩
猟
者
講
習

を
受
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先　

福
岡
県
福
岡

農
林
事
務
所
総
務
課

（
７
３
５
）６
１
２
１

（
７
１
２
）３
４
８
５

バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

　

全
国
の
バ
ス
協
会
で
は
、国
土
交
通

省
と
と
も
に
、７
月
31
日
ま
で「
車
内
事

故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

バ
ス
が
走
行
し
て
い
る
と
き
に
席
を

離
れ
る
と
、転
倒
な
ど
思
わ
ぬ
ケ
ガ
を

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。降
車
の
際
は
、

バ
ス
が
停
留
所
に
着
い
て
完
全
に
止

ま
っ
て
か
ら
席
を
立
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し
て

い
ま
す
が
、や
む
を
得
ず
急
ブ
レ
ー
キ

を
か
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。満
席
の

た
め
、席
に
座
れ
な
い
場
合
は
、つ
り
革

や
握
り
棒
に
し
っ
か
り
つ
か
ま
っ
て
く

だ
さ
い
。

○
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
お
願
い

道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
、平

成
20
年
６
月
１
日
か
ら
高
速
バ
ス
や

貸
切
バ
ス
の
後
部
座
席
に
お
け
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
の
着
用
が
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

皆
さ
ん
の
安
全
を
守
る
と
い
う
法

律
の
趣
旨
へ
の
ご
理
解
と
、シ
ー
ト

　

参
加
は
無
料
で
、申
し
込
み
も
不
要

で
す
。

対
象　

テ
レ
ビ
受
信
障
害
対
策
共
同
受

信
施
設
お
よ
び
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
集
合
住
宅
共
同
受
信
施
設

を
保
有
・
運
営
し
て
い
る
人

日
時　

７
月
22
日
㈬

　
　
　

午
後
２
時
〜
４
時

場
所　

ふ
れ
あ
い
文
化
セ
ン
タ
ー
旧
館

大
会
議
室（
大
谷
６
ー
24
）

内
容　

▽
都
市
受
信
障
害
対
策
施
設
の
改
修
支

援
な
ど
、国
の
助
成
制
度
の
説
明

▽
個
別
相
談
会

定
員　

１
０
０
人
程
度（
当
日
先
着
順
）

問
い
合
わ
せ
先　

同
通
信
局

０
９
６（
３
２
６
）７
８
７
８

０
９
６（
３
２
６
）７
８
６
７

　春日市商工会では、市の特産品開発に取り組んできま
したが、特産品第1号として「どんぐり（マテバシイ）」を
主原料とした焼酎を8月1日から販売します。
　春日市は「魏志倭人伝」や「金印」に記された「奴

な こ く

国」の中
心地であったと考えられており、市内には弥生時代を中
心とした歴史的遺産が数多くあります。上白水の門田遺
跡からは、どんぐりのアク抜きを行なった場所「どんぐり
ピット」が発見されており、当時は米だけでなく、どんぐ
りも多く食べられていたようです。
　そんな「奴国」の時代に思いをはせて作ったどんぐり焼
酎は、すっきりとした味わいが特徴です。ぜひ味わってみ
てください。
名称　本格どんぐり焼酎「奴国の宴

うたげ

」
原材料　マテバシイの実・麦・麦麹
容量・価格　720ml（4合）・1,880円（化粧箱代別）
販売本数　2,000本限定
販売店　▷明輪（春日公園2 ｰ 15）▷㈲ヤマト屋酒販（大

和町2 ｰ 14 ｰ 3）▷野口酒店（ちくし台2 ｰ 1）▷城戸
酒店（日の出町2 ｰ 1 ｰ 7）▷銘酒の館KOBA（須玖南
2 ｰ 26）▷㈱カネダイ（上白水1 ｰ 53）

○マスコットキャラクターの名前決定
　募集していた春日市商工会のマス
コットキャラクターの名前を、「ぐり
坊」に決定しました。
　多数のご応募、ありがとうございま
した。
問い合わせ先　同商工会
（581）1407　 （575）0702

春日市特産品第1号 「どんぐり焼酎」

お
詫
び
と
訂
正

　

市
報
７
月
１
日
号
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
た

保
護
司
の
名
簿
中
、
窪く
ぼ  

三み
つ
お男
さ
ん（
昇
町
）、

前ま
え
は
ら原
昭し
ょ
う
す
け介
さ
ん（
泉
）、玉た
ま
お
き置
𣳾や
す
な
り也
さ
ん（
小
倉
）

は
、
す
で
に
退
任
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先
　
人
権
男
女
共
同
参
画
課

　

（
５
８
４
）１
１
１
１

（
５
８
４
）１
１
５
３

　

７
月
の
市
民
カ
レ
ン
ダ
ー
に
掲
載
し
た

母
子
健
康
手
帳
交
付（
講
習
）の
実
施
日
が

誤
っ
て
い
ま
し
た
。

　

お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

▽
誤　
４
日
・
11
日
・
18
日
・
25
日

▽
正　
３
日
・
10
日
・
17
日
・
24
日
・
31
日

問
い
合
わ
せ
先
　
健
康
課（５

０
１
）１
１
３
４

（
５
０
１
）０
０
５
１
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血
圧
に
加
え
中
性
脂
肪
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ

（
悪
玉
）コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
も
高
く
な

り
、動
脈
硬
化
が
徐
々
に
進
ん
だ
結

果
、心
筋
梗
塞
を
発
症
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

　

心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
な
ど
の
要
因

に
な
る
糖
尿
病
や
高
血
圧
、高
脂
血

症
な
ど
の
生
活
習
慣
病
は
、ほ
と
ん

ど
自
覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。知
ら

な
い
う
ち
に
、症
状
が
か
な
り
進
行

し
て
い
る
こ
と
が
多
く
み
ら
れ
ま

す
。健
診
を
受
け
る
と
、生
活
習
慣
病

を
早
め
に
発
見
で
き
ま
す
。ま
た
、軽

症
な
う
ち
に
治
療
や
生
活
改
善
が
で

き
る
た
め
、高
額
な
医
療
費
の
か
か

る
入
院
や
手
術
、人
工
透
析
な
ど
を

防
ぐ
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

40
歳
に
な
っ
た
ら
特
定
健
診
を

　

春
日
市
の
国
民
保
険
加
入
者
で
40

歳
〜
74
歳
の
人
に
は
、健
康
課
か
ら

郵
送
さ
れ
る「
健
診
の
ご
案
内
」に
、

「
特
定
健
診
受
診
券
」を
同
封
し
て
い

70
歳
以
上
の
医
療
費
に
大
き
な
差

　

下
の
表
は
、年
齢
ご
と
の
健
診
受

診
者
と
未
受
診
者
の
医
療
費
の
状
況

で
す
。健
診
受
診
者
も
未
受
診
者
も
、

年
々
医
療
費
は
増
え
て
い
ま
す
が
、

未
受
診
者
は
70
歳
代
以
降
に
医
療
費

が
急
激
に
増
加
し
て
い
ま
す
。反
対

に
、受
診
者
は
、健
診
を
受
け
る
こ
と

で
自
身
の
健
康
管
理
が
で
き
、そ
の

結
果
、医
療
費
が
大
き
く
増
え
て
い

な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

健
診
を
受
け
て
病
気
の
早
期
発
見
を

　

例
え
ば
、59
歳
で
心
筋
梗こ
う
そ
く塞
を
発

症
し
た
Ａ
さ
ん
は
、50
歳
で
受
け
た

健
診
で
、肥
満
も
あ
り
血
圧
が
や
や

高
い
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た

が
、「
自
分
の
体
は
な
ん
と
も
な
い
。

忙
し
い
か
ら
受
け
る
時
間
が
な
い
」

と
い
う
理
由
で
、そ
の
後
は
健
診
を

受
け
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

毎
年
、
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
！

ま
す
。

　

生
活
習
慣
病
予
防
の
た
め
に
、ま

た
、安
心
し
て
医
療
を
受
け
る
た
め

に
も
、40
歳
に
な
っ
た
ら
、毎
年
、特

定
健
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

　
７
月
か
ら
、市
民
健
康
診
査
が
始
ま
り
ま
し
た
。昨
年
か
ら
は
、生

活
習
慣
病
の
早
期
発
見
を
目
的
に
、40
歳
か
ら
74
歳
の
人
を
対
象
に

し
た
特
定
健
康
診
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

自
分
は
ま
だ
ま
だ
健
康
だ
と
思
っ
て
い
て
も
、い
つ
の
ま
に
か
病

気
が
進
行
し
て
い
る
こ
と
も
多
く
あ
り
ま
す
。積
極
的
に
健
康
診
査

を
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

ファミサポかすが
　まかせて、どっちも会員になるための講習会を５月18日から6
日間、次の内容で行いました。
講習内容・講師
▷「気持ちのよいコミュニケーションのために」渋

し ぶ た

田登
と み こ

美子さん
▷「子どもの事故と安全について『救命講習』」恒

つねよし

吉俊
と し み

美さん
▷「子どもの遊びと遊ばせ方」大

おおさと

里美
み ほ こ

保子さん
▷「子どものからだと健康」阪

さ か た

田保
やすたか

隆さん
▷「子どもの成長を支えるために（地域の力を活かす）」岡

おかもと

本健
けん

二
じ

さん
▷「ファミリー・サポート・センターのしくみと活動」アドバイザー
　保育の専門の立場からは子どもとの接し方や遊び方、医師
の立場からは病気のときの対応の仕方、心理学の先生の立場

からはコミュニケーションの大切さなど、どれも会員として活動
するために必要な内容を話してもらいました。受講者の皆さん
は、一人一人の子どもをしっかり受け止め、地域の力を生かす子
育て支援のあり方を学ぶことができたようです。
講習を終えて（受講者の声）
▷また受けたいと思うくらい楽しく、聞きやすい講義で、子ど
もに対する姿勢をあらためて考え直す良いきっかけになり
ました。子どもからのメッセージを日常の中で、地域で感じ
ていきたいと思いました。

▷受講していろんなことを振り返ることにより、再学習するこ
とができて良かったです。

　市内に居住し、自宅で子どもを預かることができる、健康で
子育て支援に意欲のある人であれば、誰でも受講し、まかせて・
どっちも会員になることができます。次回の後期講習会の予定
は10月です。皆さんも受講してみませんか。

問い合わせ先
ファミリー・サポート・センターかすが

（すくすくプラザ内）
（584）7700　 （584）7739

開設：月〜金曜日　午前 8時 30分〜午後 5時　

受診者

未受診者

40歳代 50歳代 60歳代 70歳代 80歳代

20万円

40万円

60万円

80万円

100万円

健診の未受診者と受診者の医療費の推移
熊本県A町国保加入者年間医療費（厚生労働省統計資料）一人当たり
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田
た

中
なか

 実
み な み

菜美ちゃん（宝町）
平成20年7月18日生

水
みずかみ

上 珠
じゅ

莉
り

ちゃん（下白水南）
平成20年7月26日生

金
かなまる

丸 琉
りゅう

清
せい

ちゃん（惣利）
平成20年7月25日生

江
えがしら

頭 和
よしゆき

志ちゃん（天神山）
平成19年7月28日生

香
か

月
つき

 美
み ゆ

佑ちゃん（小倉）
平成20年7月31日生

7月後期

９
月
生
ま
れ
の

赤
ち
ゃ
ん
募
集

※
３
歳
ま
で

写
真
の
裏
に
赤
ち
ゃ
ん
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
住
所
、
電

話
番
号
を
書
い
て
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。
８
月
３
日
㈪（
必
着
）ま
で
の
到

着
分
の
中
か
ら
抽
選
で
決
定
し
ま
す
。

送
り
先　

市
報
か
す
が「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
」係
（
〒
816
ー
８
５
０
１

春
日
市
役
所
）　　
　
　
　
　

 　

  

※
写
真
は
返
却
で
き
ま
せ
ん
。

市の人口   6/15現在

◎総人口  109,175人

女 　55,965人

男　 53,210人

◎世帯数  43,860世帯

春日市総合情報メール
　防犯・防災情報を中心に、11分野
の行政情報の中から希望する情報

（複数選択可）を配信するサービスで
す。
　下の携帯用バーコードから登録す
るか、空メールを次のアドレスに送
り、返信メールに書き込まれた URL
をクリックし、画面の指示に従って
登録してください。
　登録は無料です。

ke-as-anzen@ansinkasuga.jp
問い合わせ先

地域づくり課 
☎（584）1111
（584）1153

▲修学旅行での「胡
こきゅう
弓」体験活動

春日西小学校
所在地　下白水南4ｰ134
（581）4133　 （581）4229

　本校は今年度、創立４０周年を迎えました。現在、「学校
のアカウンタビリティ（説明責任）は、常に具体的な子ども
の姿で示すこと」をスローガンに、全職員一丸となって、学
校の教育目標である「自分で考え、行動する子どもの育成」
を目指しています。
　具体的には、特色ある3つの取り組みを進めています。
　1つ目は、「コンビネーション・プロジェクトの推進」です。
本校は、コミュニティ・スクールとして５年目を迎えており、昨
年11月には研究発表会を行いました。その場では、これま

での実践の一端を広く全国に発信し、好評を得ることがで
きました。今年度は、これまでに培ってきた「子どもを育てる
ねらいの共有化」を基盤としながら、学校・家庭・地域が連
働(連結・協働)する取り組み(コンビネーション・プロジェク
ト)を推進しています。　
　2つ目は、「スクール・イン・スクールの充実」です。「学校
の中に、学年という学校が存在する」という学年独立経営
の考えの下、各学年が創意工夫して多様な実践を展開で
きるようにしています。これにより、県内でも珍しい２泊３日
の修学旅行などの本物体験が可能になりました。
　3つ目は、「学校評価システムの研究と情報公開の推
進」です。これまでも、学校・学年・学級マニフェストなどの
公表による説明責任・結果責任の明確化を通して、積極
的な学校・授業の改善に取り組んできました。今年度は学
校関係者(教育モニターや学校評価委員会)評価だけでな
く、第三者評価を導入し、さらなる改善に努めていきます。
　今後も、地域の子どもは地域で育てるという「地域の基
盤形成」に向け、保護者・地域の皆さんとともに進んでいき
ます。

市内小・中学校の特色や取り組みなどを紹介します。



　梅雨の雨からもようやく解放され、暑さ
がいよいよ本格的になります。子どもたちに
とっては、待ち遠しい夏休みももうすぐ。「ど
こに遊びに行こう」と今から楽しみにしてい
ることでしょう。
　ところで、元気いっぱいの子どもたちとは
違って、私は暑いのが大の苦手。強烈な日
差しと30度を超える気温は天敵です。それ
なのに最近は、地球温暖化の影響で10月ま
で真夏日が続くことも。
　とはいえ、過度の冷房は、健康によくない
し、地球環境に負荷をかけることにもなりま
す。
　市役所では、昨年に引き続き、「緑のカー
テン」事業を行っています。少しでも省エネ
と温室効果ガスの削減に寄与するために、
空調を控え、壁面緑化に取り組むものです。
　ストップ地球温暖化。自宅でも、エアコン
はできる限り我慢です。　　　　　　　  I

ウトグチ瓦窯跡

　これは昭和62年に発掘調査されたウトグチ瓦窯跡（白水ヶ丘1丁目）の写

真です。調査の結果、今から約1,300年以上も前に操業されていた九州では

最古級の瓦窯であることが分かりました。

　遺跡の一部は保存され、現在は春日

市のぼり窯体験広場として整備・公開さ

れています。平成17年10月には、福岡

県指定の文化財になりました。

　瓦窯から発見された大量の瓦の中に

は、鴟
し び

尾や鬼瓦もあり、近くに寺院が建

立されていたのではないかと考えられて

います。

（奴国の丘歴史資料館）
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